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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第122期

第３四半期
連結累計期間

第123期
第３四半期
連結累計期間

第122期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年12月31日

自 2023年４月１日
至 2023年12月31日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

営業収益 (千円) 31,653,324 30,315,569 41,467,367

経常利益 (千円) 880,393 401,177 941,339

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 559,321 207,063 197,704

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 733,929 464,447 400,657

純資産額 (千円) 16,680,678 16,626,397 16,317,354

総資産額 (千円) 38,190,317 38,919,420 37,545,347

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 20.08 7.42 7.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 43.4 42.4 43.2
 

 

回次
第122期

第３四半期
連結会計期間

第123期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

自 2023年10月１日
至 2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 6.49 3.02
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　１株当たり四半期(当期)純利益の算定上、役員向け株式交付信託が保有する当社株式は期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間において、TANDEM GLOBAL LOGISTICS（NL）B.V.の重要性が増したため、同社を持分

法適用の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年12月31日）のわが国経済は、社会経済活動の正常化が進

み、景気は緩やかな回復基調を維持したものの、長期化する不安定な世界情勢の影響による地政学リスクの高まり

や、金融引締め等を背景とした海外経済の減速、物価の高騰等により、依然として不安定な状況で推移しました。

　物流業界におきましては、生産関連貨物について、原材料・燃料価格の高止まりや人手不足による供給制約の影

響があったものの、企業の設備投資意欲は底堅く、持ち直しの動きがみられました。建設関連貨物については、公

共投資が関連予算の執行により堅調に推移した一方で、住宅投資は持家を中心に弱含みとなったことにより低調な

荷動きとなりました。

国際貨物輸送につきましては、輸出は、自動車関連を中心に緩やかに増加しました。輸入は、持ち直しの動きが

みられるものの、低調に推移しました。

このような経営環境の下、当社グループは、将来にわたって持続的な成長を遂げるため、『市場と顧客に選ばれ

る企業』を将来のありたい姿として掲げるとともに、その達成のための長期的な課題として（1）環境変化への適

応、（2）最新技術の取込み、（3）事業領域の拡大を示し、事業を展開する市場だけではなく株式市場や労働市場

においても、より多くの方々に魅力的であると認識され、選ばれる企業を目指しております。

また、『将来のありたい姿』に向けた第２ステップとして、当連結会計年度を最終年度とする中期経営計画『ス

テップアップ　AZUMA2023』に基づき、ESG経営からSDGs達成に貢献するため、将来を見据えた拡大事業を中心に経

営資源を集中することで収益力と資本効率の向上を目指すことを基本方針とし、その戦略として（1）企業基盤の強

化、（2）グループ営業体制の推進（3）事業ポートフォリオ別戦略の実行を掲げ、企業価値向上に向けた施策に取

り組んでおります。

企業基盤の強化については、引き続き従業員向けに各種研修を開催し、ガバナンスの強化と人財の能力開発に努

めました。

グループ営業体制の推進については、新規案件の獲得に取組みました。

事業ポートフォリオ別戦略の実行については、拡大事業の投資計画を実行し、稼働に向けた準備を進めました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は、303億1千5百万円と前年同四半期に比べ13億3千7百万円

（4.2％）の減収となり、営業利益は2億3千2百万円と前年同四半期に比べ3億9千1百万円（62.7％）の減益、経常利

益は4億1百万円と前年同四半期に比べ4億7千9百万円（54.4％）の減益となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億7百万円と前年同四半期に比べ3億5千2百万円（63.0％）の減益と

なりました。
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セグメントの経営成績を示すと、次のとおりであります。

 
①　物流事業

物流事業におきましては、国際貨物について、海外経済は持ち直しの動きがみられるものの、一部の地域にお

いて弱含みとなり、中国経済においても未だに足踏みがみられ、１隻あたりのコンテナ積載数量が減少傾向にあ

り、取扱いは総じて減少しました。また、トランステナー入替工事が完了したことや取扱量の減少に伴い関連費

用も減少しました。

ロシア・中央アジア関連貨物については、ウクライナ情勢等の影響により、ロシア向けの生産関連貨物や消費

財関連貨物の取扱量は引き続き減少しました。中央アジア向けの自動車関連貨物等については、取扱量は増加し

ました。

液体輸送関連貨物については、輸入の取扱いは堅調に推移したものの、輸出需要の低迷により総じて取扱量は

減少しました。

国内貨物については、住宅投資が建設コスト増加の影響を受けて低調に推移したこと等により、建材関連貨物

が弱い荷動きとなり、陸上輸送の取扱量が減少したものの、カーフェリー輸送が堅調に推移したことにより、総

じて取扱量は増加しました。

これらの結果、物流事業の営業収益は、226億4千8百万円と前年同四半期に比べ15億3千6百万円（6.4％）の減

収となり、セグメント利益は、10億4百万円と前年同四半期に比べ3億5千4百万円（26.1％）の減益となりまし

た。

 
②　海運事業

海運事業におきましては、内航船について、セメント船は、公共投資や設備投資において一定の需要があった

ものの、資材価格や労務費用の高騰、建設現場における人手不足を背景とした工期の長期化により取扱量が減少

しました。内航貨物船は、一般貨物船において、建設発生土や石膏等の輸送量が増加しました。粉体船において

は、2023年３月末に１隻が契約終了となり減船した影響を受け、取扱量は減少しました。外航船は、一般貨物船

において、航海数は横ばいで推移しましたが、収益は減少しました。

旅客船配乗業務については、2022年９月より本格的な営業を開始したことに加え、インバウンドの影響を受け

稼働率が向上したことにより、収益は増加しました。

これらの結果、海運事業の営業収益は、70億1千万円と前年同四半期に比べ1億8千2百万円（2.7％）の増収とな

りましたが、セグメント利益は、3億1千8百万円と前年同四半期に比べ1千2百万円（3.8％）の減益となりまし

た。

 
③　不動産事業

不動産事業におきましては、保有資産の適正な維持管理を行いました。

これらの結果、不動産事業の営業収益は、4億9千5百万円と前年同四半期に比べ1百万円（0.3％）の増収とな

り、セグメント利益は、4億3千5百万円と前年同四半期に比べ7百万円（1.7％）の増益となりました。

 
④　その他事業

その他事業におきましては、植物工場のある東海地方において、病害虫被害の継続的な抑制を背景に、安定し

た生産活動を行えたことや計画的な工数管理が生産性の向上に繋がり、収穫量は増加しました。一方で、収穫量

増加に伴い関連費用及び燃料費が増加しました。

これらの結果、その他事業の営業収益は、1億6千1百万円と前年同四半期に比べ1千5百万円（10.3％）の増収と

なり、セグメント利益は、4百万円（前年同四半期は9百万円のセグメント損失）となりました。

 
上記セグメント利益は、セグメント間取引消去前の金額で記載しており、四半期連結損益計算書の営業利益と調

整を行っております。
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資産合計は、前連結会計年度末に比べ13億7千4百万円増加の389億1千9百万円（3.7％増）となりました。主な要

因は、現金及び預金が20億1千4百万円、減価償却等により建物及び構築物が3億5千7百万円減少したものの、横浜港

流通センター新倉庫建設工事等による建設仮勘定の増加等により有形固定資産のその他が21億4千1百万円、当第３

四半期連結会計期間末が銀行休業日であった影響等により受取手形及び営業未収入金が10億2千9百万円増加したこ

と等によります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ10億6千5百万円増加の222億9千3百万円（5.0％増）となりました。主な要

因は、預り金の減少等により流動負債のその他が3億7千7百万円、賞与引当金が2億1千5百万円減少したものの、長

期借入金が10億1千8百万円、短期借入金が5億3千1百万円増加したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ3億9百万円増加の166億2千6百万円（1.9％増）となりました。主な要因

は、非支配株主持分が1百万円減少したものの、その他有価証券評価差額金が1億9千5百万円、利益剰余金が4千7百

万円（うち親会社株主に帰属する四半期純利益の計上2億7百万円及び配当金の支払い1億9千8百万円、持分法の適用

範囲の変動3千8百万円）、為替換算調整勘定が4千3百万円、自己株式数の減少により自己株式が1千6百万円、退職

給付に係る調整累計額が7百万円増加したことによります。

この結果、自己資本比率は42.4％と前連結会計年度末に比べて0.8ポイントの減少となりました。

 
(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 
(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000,000

計 96,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年２月14日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 28,923,000 28,923,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株
であります。

計 28,923,000 28,923,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

  

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年10月１日～
2023年12月31日

－ 28,923,000 － 2,294,985 － 1,505,865
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(2023年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

　　2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)
普通株式 582,600
 

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,330,400
 

283,304 －

単元未満株式 普通株式 10,000
 

－ －

発行済株式総数 28,923,000 － －

総株主の議決権 － 283,304 －
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式が401,900株

（議決権の数4,019個）含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が80株含まれております。

 

② 【自己株式等】

　　2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)
東 海運株式会社

東京都中央区
晴海一丁目８番12号

582,600 － 582,600 2.01

計 － 582,600 － 582,600 2.01
 

(注)　上記自己名義所有株式数には、役員向け株式交付信託保有の当社株式数401,900株は含まれておりません。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 新任役員

該当事項はありません。

 

(2) 退任役員

該当事項はありません。

 
(3) 役職の異動

該当事項はありません。

 
(注)　当社では執行役員制度を導入しております。前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間におけ

る執行役員の異動は、次のとおりであります。

 

(1) 新任執行役員

該当事項はありません。

 

(2) 退任執行役員

該当事項はありません。

 

(3) 役職の異動

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年10月１日から2023年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,255,324 4,241,281

  受取手形及び営業未収入金 6,006,792 ※3  7,035,944

  その他 1,608,453 1,547,997

  貸倒引当金 △11,884 △9,456

  流動資産合計 13,858,686 12,815,766

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,001,311 5,643,504

   機械装置及び運搬具（純額） 77,821 61,269

   船舶（純額） 1,376,578 1,199,395

   土地 9,966,711 10,184,797

   その他（純額） 1,313,512 3,454,930

   有形固定資産合計 18,735,934 20,543,897

  無形固定資産   

   その他 1,504,634 1,460,233

   無形固定資産合計 1,504,634 1,460,233

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,923,156 3,514,014

   その他 601,036 651,861

   貸倒引当金 △78,102 △66,352

   投資その他の資産合計 3,446,091 4,099,523

  固定資産合計 23,686,661 26,103,653

 資産合計 37,545,347 38,919,420
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 4,426,093 4,590,689

  短期借入金 ※4  3,097,055 ※4  3,628,064

  未払法人税等 147,001 47,987

  賞与引当金 405,903 190,518

  関係会社清算損失引当金 4,324 4,324

  その他 2,878,967 2,501,300

  流動負債合計 10,959,344 10,962,883

 固定負債   

  長期借入金 3,692,100 4,710,804

  特別修繕引当金 105,655 134,410

  役員株式報酬引当金 64,549 61,549

  退職給付に係る負債 1,368,823 1,378,657

  資産除去債務 728,393 730,820

  その他 4,309,127 4,313,897

  固定負債合計 10,268,648 11,330,138

 負債合計 21,227,993 22,293,022

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,294,985 2,294,985

  資本剰余金 1,483,467 1,483,467

  利益剰余金 12,036,475 12,083,765

  自己株式 △301,363 △284,743

  株主資本合計 15,513,565 15,577,475

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 649,154 844,398

  為替換算調整勘定 55,539 99,073

  退職給付に係る調整累計額 △12,416 △4,628

  その他の包括利益累計額合計 692,277 938,843

 非支配株主持分 111,511 110,079

 純資産合計 16,317,354 16,626,397

負債純資産合計 37,545,347 38,919,420
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

営業収益 31,653,324 30,315,569

営業費用 28,609,003 27,595,395

営業総利益 3,044,321 2,720,174

販売費及び一般管理費   

 従業員給料 1,012,481 1,038,815

 賞与引当金繰入額 73,305 72,980

 退職給付費用 54,774 49,525

 福利厚生費 242,514 252,257

 貸倒引当金繰入額 20,872 △7,938

 減価償却費 60,582 55,788

 その他 955,601 1,025,993

 販売費及び一般管理費合計 2,420,133 2,487,423

営業利益 624,187 232,751

営業外収益   

 受取利息 6,391 6,612

 受取配当金 151,259 133,237

 持分法による投資利益 62,857 17,674

 その他 134,967 95,040

 営業外収益合計 355,476 252,565

営業外費用   

 支払利息 57,333 52,802

 その他 41,937 31,337

 営業外費用合計 99,270 84,139

経常利益 880,393 401,177

特別利益   

 固定資産売却益 44,929 16,053

 受取補償金 ※1  6,677 －

 特別利益合計 51,606 16,053

特別損失   

 固定資産処分損 19,219 43,930

 リース解約損 305 －

 損害賠償金 ※2  20,480 －

 特別損失合計 40,005 43,930

税金等調整前四半期純利益 891,994 373,299

法人税等 297,539 155,372

四半期純利益 594,455 217,927

非支配株主に帰属する四半期純利益 35,133 10,863

親会社株主に帰属する四半期純利益 559,321 207,063
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益 594,455 217,927

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 53,827 193,978

 為替換算調整勘定 11,099 8,860

 退職給付に係る調整額 14,989 7,788

 持分法適用会社に対する持分相当額 59,558 35,893

 その他の包括利益合計 139,474 246,520

四半期包括利益 733,929 464,447

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 698,833 453,629

 非支配株主に係る四半期包括利益 35,095 10,817
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

第１四半期連結会計期間において、持分法非適用関連会社でありましたTANDEM GLOBAL LOGISTICS（NL）B.V.は重

要性が増したため、持分法適用の範囲に含めております。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

（税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算

すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
 

 

EDINET提出書類

東海運株式会社(E04329)

四半期報告書

14/27



 

(追加情報)
 

当第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

（取締役に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、当社取締役（社外取

締役を除く。以下同じ。）に対し、信託を用いた株式報酬制度（以下、「本制度」という。）を導入しております。

　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の

取扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）に準じております。

 
（1）取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下、「本信託」という。）が当社株式を取得

し、当社が各取締役に付与するポイント数に相当する数の当社株式が本信託を通じて各取締役に対して交付され

る株式報酬制度です。

また、本制度においては、2019年６月28日から2024年６月開催予定の定時株主総会終結日までの５年間の間に

在任する当社取締役に対して当社株式が付与されます。

なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締役の退任時です。

 
（2）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度137,190千円、457,300株、当

第３四半期連結会計期間120,570千円、401,900株であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、次のとおり保証を行っております。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

夢洲コンテナターミナル㈱ 544,511千円 504,160千円
 

 

連結会社以外の会社のリース債務に対して、次のとおり保証を行っております。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

AZUMA TRANSPORT SERVICES
(Thailand)Co.,LTD.

3,165千円 1,838千円
 

 

　２　受取手形割引高及び電子記録債権譲渡高

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

受取手形及び電子記録債権 2,517千円 －
 

 
※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

受取手形及び電子記録債権  － 29,530千円
 

 

※４　当社は、資金調達の安定化と手元資金の有効活用による有利子負債の圧縮を行い、財務体質の更なる強化のた

め、シンジケーション方式によるコミットメントライン契約を取引銀行５行と締結しております。

当第３四半期連結会計期間末におけるコミットメントライン契約に係る借入未実行残高等は、次のとおりであ

ります。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

コミットメントラインの総額 3,000,000千円 3,000,000千円

借入実行残高 1,260,000千円 2,340,000千円

差引額 1,740,000千円 660,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　受取補償金

　前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

当社の連結子会社である東華貨運代理（青島）有限公司において発生した車両火災事故に伴う補償金6,677千円

を計上しております。

 

　当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

該当事項はありません。

 
 
※２　損害賠償金

　前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

当社の連結子会社である東華貨運代理（青島）有限公司において発生した車両火災事故による顧客製品全損等

に伴う損失額であり、損害賠償金20,480千円を計上しております。

 

　当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

減価償却費 937,332千円 928,185千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 113,361 4.00 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

2022年９月29日
取締役会

普通株式 85,020 3.00 2022年９月30日 2022年12月1日 利益剰余金
 

(注) １ 2022年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対

する配当金2,048千円が含まれております。

 ２ 2022年６月29日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、特別配当１円が含まれております。

 ３ 2022年９月29日取締役会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する

配当金1,371千円が含まれております。

 ４ 2022年９月29日取締役会決議による１株当たり配当額には、特別配当１円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 113,361 4.00 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

2023年９月28日
取締役会

普通株式 85,020 3.00 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金
 

(注) １ 2023年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対

する配当金1,829千円が含まれております。

 ２ 2023年６月29日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、特別配当１円が含まれております。

 ３ 2023年９月28日取締役会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する

配当金1,205千円が含まれております。

 ４ 2023年９月28日取締役会決議による１株当たり配当額には、特別配当１円が含まれております。

 
 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

 　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流事業 海運事業 不動産事業 その他事業 計

売上高        

港湾運送事業 7,927,266 － － － 7,927,266 － 7,927,266

国際貨物取扱業務 6,109,071 － － － 6,109,071 － 6,109,071

倉庫関連業務 3,331,855 － － － 3,331,855 － 3,331,855

建材等輸送業務 6,353,037 － － － 6,353,037 － 6,353,037

その他関連業務 464,065 － －
－
 

464,065 － 464,065

セメント船 － 2,832,766 － － 2,832,766 － 2,832,766

粉体船 － 1,017,001 － － 1,017,001 － 1,017,001

内航貨物船 － 2,644,336 － － 2,644,336 － 2,644,336

外航船 － 305,891 － － 305,891 － 305,891

旅客船 － 27,655 － － 27,655 － 27,655

アグリ事業 － － － 146,227 146,227 － 146,227

顧客との契約から
生じる収益

24,185,296 6,827,652 － 146,227 31,159,176 － 31,159,176

その他の収益(注)３ － － 494,148 － 494,148 － 494,148

外部顧客への売上高 24,185,296 6,827,652 494,148 146,227 31,653,324 － 31,653,324

セグメント間の
内部売上高又は振替高

44,633 － 30,050 62 74,746 △74,746 －

計 24,229,930 6,827,652 524,199 146,289 31,728,071 △74,746 31,653,324

セグメント利益
又は損失（△）

1,358,981 330,869 428,045 △9,845 2,108,050 △1,483,862 624,187
 

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額△1,483,862千円には、セグメント間取引消去△37,724千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△1,446,138千円が含まれております。全社費用の主なものは提出会社本

社及び連結子会社の総務部門、人事部門、管理部門等に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

 　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流事業 海運事業 不動産事業 その他事業 計

売上高        

港湾運送事業 7,657,493 － － － 7,657,493 － 7,657,493

国際貨物取扱業務 4,769,583 － － － 4,769,583 － 4,769,583

倉庫関連業務 3,582,304 － － － 3,582,304 － 3,582,304

建材等輸送業務 6,169,988 － － － 6,169,988 － 6,169,988

その他関連業務 469,403 － － － 469,403 － 469,403

セメント船 － 2,881,628 － － 2,881,628 － 2,881,628

粉体船 － 918,816 － － 918,816 － 918,816

内航貨物船 － 2,957,326 － － 2,957,326 － 2,957,326

外航船 － 178,213 － － 178,213 － 178,213

旅客船 － 74,038 － － 74,038 － 74,038

アグリ事業 － － － 161,285 161,285 － 161,285

顧客との契約から
生じる収益

22,648,772 7,010,024 － 161,285 29,820,083 － 29,820,083

その他の収益(注)３ － － 495,486 － 495,486 － 495,486

外部顧客への売上高 22,648,772 7,010,024 495,486 161,285 30,315,569 － 30,315,569

セグメント間の
内部売上高又は振替高

43,589 － 30,048 － 73,638 △73,638 －

計 22,692,362 7,010,024 525,535 161,285 30,389,208 △73,638 30,315,569

セグメント利益 1,004,052 318,341 435,282 4,966 1,762,642 △1,529,890 232,751
 

(注) １　セグメント利益の調整額△1,529,890千円には、セグメント間取引消去△36,262千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,493,628千円が含まれております。全社費用の主なものは提出会社本社及び連

結子会社の総務部門、人事部門、管理部門等に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項 (セグメント情報等)」に記載のとおりであります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益 20円08銭 ７円42銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 559,321 207,063

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

559,321 207,063

   普通株式の期中平均株式数(千株) 27,855 27,910
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上、役員向け株式交付信託が保有する当社株式を期中平均株式数の計算にお

いて控除する自己株式に含めております。なお、１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式

の期中平均株式数は、前第３四半期連結累計期間457,300株、当第３四半期連結累計期間429,902株でありま

す。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
2024年２月13日

東 海運株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　林　　礼　　治  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 櫻　　田　　寛　　子  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東 海運株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東 海運株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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